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【
う
ら
へ
続
く
】

　

福
島
原
発
で
発
生
し
た

汚
染
水
（
ア
ル
プ
ス
処
理

水
）
の
海
洋
放
出
で
８
月

27
日
、
福
島
県
い
わ
き
市

で
日
本
共
産
党
、
立
憲
民

国
・
東
電
に
よ
る
海
洋
放
出
反
対
全
国
行
動

　「
汚
染
水
放
出
や
め
ろ
」

　「
漁
業
者
と
の
約
束
守
れ
」

　
　

福
島
・
い
わ
き 

政
党
と
労
組
の
７
者
共
闘
が
集
会

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
株
売
却
の
報
道

（
８
月
23
日
、
朝
日
新
聞
）

が
話
題
に
。「
自
民
党
が
Ｎ

Ｔ
Ｔ
株
売
却
の
議
論
を
本

格
化
さ
せ
た
」「
こ
れ
に
呼

応
し
、
28
日
、
情
報
通
信

審
議
会
で
議
論
が
始
ま
っ

た
」「
現
在
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
法
で

は
政
府
が
株
式
の
１
／
３

以
上
を
保
有
す
る
こ
と
を

定
め
て
い
る
」「
防
衛
費
の

信
主
権
に
関
わ
る
大
問
題

だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

そ
ご
う
・
西
武
労
働
組

合
が
ス
ト
ラ
イ
キ
。「
西
武

池
袋
本
店
が
ス
ト
で
臨
時

休
業
し
た
」「
大
手
百
貨
店

の
ス
ト
は
61
年
ぶ
り
と
の

こ
と
だ
」「『
ス
ト
ラ
イ
キ

は
教
科
書
で
し
か
知
ら
な

か
っ
た
』
と
語
る
20
代
男

性
の
発
言
が
新
鮮
だ
っ

た
」「
親
会
社
の
セ
ブ
ン
＆

主
党
、
社
民
党
の
３
政
党

と
地
元
の
４
労
働
組
合
の

「
７
者
共
闘
」に
よ
る「
国
・

東
電
に
よ
る
海
洋
放
出
反

対
全
国
行
動
」
が
開
か
れ

ま
し
た
。「
放
出
を
や
め

ろ
」「
漁
業
者
と
の
約
束
守

れ
」
と
、
漁
業
者
や
全
国

か
ら
集
結
し
た
市
民
の
怒

り
と
熱
気
に
包
ま
れ
ま
し

た
。
集
会
は
、
国
と
東
電

に
海
洋
放
出
計
画
の
撤
回

や
放
出
の
即
時
中
止
を
要

求
す
る
決
議
を
採
択
し
ま

し
た
。

  

集
会
に
参
加
し
た
共
産

党
の
小
池
晃
書
記
局
長
は
、

政
府
が
海
洋
放
出
に
突
き

進
む
背
景
に「
原
発
回
帰
」

の
動
き
が
あ
る
と
指
摘
。

原
発
事
故
が
い
ま
だ
収
束

し
て
お
ら
ず
、
住
む
家
や

故
郷
、
生な
り
わ
い業
、
人
生
を
奪

わ
れ
た
人
が
い
る
の
に
、

「
原
発
の
再
稼
働
や
新
増

設
、
老
朽
原
発
の
運
転
延

長
な
ど
許
さ
れ
な
い
。
原

発
ゼ
ロ
の
福
島
の
未
来
を

と
も
に
開
こ
う
」
と
呼
び

か
け
ま
し
た
。

ア
イ
が
雇
用
維
持
な
ど
確

証
の
な
い
ま
ま
、
西
武
を

ア
メ
リ
カ
の
投
資
フ
ァ
ン

ド
に
売
却
す
る
こ
と
へ
の

抗
議
ス
ト
だ
」「
応
援
し
た

い
」「
デ
モ
に
は
三
越
伊
勢

丹
な
ど
同
業
他
社
の
労
組

も
参
加
し
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

９
月
も
食
品
値
上
げ
。

「
味
噌
や
醤
油
の
調
味
料
、

冷
凍
食
品
な
ど
の
加
工
食

品
、
菓
子
や
ア
イ
ス
な
ど

関
東
大
震
災
１
０
０
年

に
思
う

　
「
当
時
の
記
録
映
像
の

カ
ラ
ー
化
が
行
わ
れ
、
リ

ア
ル
に
伝
わ
っ
て
く
る
」

「
根
拠
の
な
い
デ
マ
で
多

く
の
朝
鮮
の
人
が
虐
殺
さ

れ
た
」「
社
会
主
義
者
の
虐

殺
事
件
も
起
き
た
」「
薬
の

行
商
人
が
朝
鮮
人
と
間
違

わ
れ
た
事
件
を
描
く
『
福

田
村
事
件
』
と
い
う
映
画

が
い
ま
公
開
さ
れ
て
い

る
」「
小
池
東
京
都
知
事
は

『
朝
鮮
人
犠
牲
者
追
悼
式
』

へ
の
追
悼
文
を
今
年
も
送

付
し
な
か
っ
た
。
虐
殺
否

定
論
に
東
京
都
が
く
み
す

る
も
の
で
納
得
で
き
な

い
」

２
０
６
７
品
目
が
値
上
げ

さ
れ
る
」「
野
菜
が
高
い
、

暑
さ
の
影
響
か
」

8 月 27 日、福島県いわき市

財
源
確
保
が
ね
ら
い
だ
」

「
完
全
民
営
化
に
向
け
た

Ｎ
Ｔ
Ｔ
法
の
見
直
し
も
検

討
す
る
と
い
う
」「
国
の
通

コロナ第 8波を超える感染実態
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

　

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
略
な
ど
に
端
を
発
し
た

食
料
危
機
で
、
世
界
は
も

「食料は安い外国産」路線を
転換し、
食料自給率向上を国政の柱
にしよう

　

国
立
研
究
機
関
の
独
立

行
政
法
人
化
か
ら
22
年
の

検
証
を
テ
ー
マ
に
、
国
立

試
験
研
究
機
関
全
国
交
流

集
会
が
８
月
26
日
、
オ
ン

ラ
イ
ン
で
開
催
。
主
催
は
、

筑
波
研
究
学
園
都
市
研
究

機
関
労
組
協
議
会
と
日
本

国
家
公
務
員
労
組
連
合
会

国
立
研
究
機
関　

独
法
化
22
年

　

国
立
試
験
研
究
機
関
全
国
交
流
集
会

　
　
科
学
技
術
力
の
衰
退

　
　
不
安
定
雇
用
の
増
加

　

防
衛
省
は
２
０
２
４
年

度
予
算
概
算
要
求
で
、

７
兆
７
３
８
５
億
円
を
計

上
ま
し
た
。
過
去
最
大
の

23
年
度
予
算
よ
り
さ
ら
に

約
１
兆
円
の
増
額
、
２
年

前
か
ら
実
に
２
兆
円
以
上

の
増
加
で
す
（
図
）。

　

政
府
は
軍
事
費
を
Ｇ
Ｄ

Ｐ
比
２
％
に
増
額
す
る
方

針
。
毎
年
度
１
兆
円
程
度

を
上
乗
せ
し
、
23
～
27
年

度
に
軍
事
費
43
兆
円
の
確

保
を
狙
っ
て
い
ま
す
。

　

ガ
ソ
リ
ン
な
ど
物
価
高

騰
が
暮
ら
し
を
直
撃
す
る

中
、
こ
の
ま
ま
で
は
大
軍

拡
で
市
民
生
活
が
大
打
撃

を
受
け
ま
す
。
大
増
税
・

24 年度概算要求

軍事費最大の 7.7 兆円
　　　本年度比１兆円増

　暮らし直撃大打撃

　
　

×　
　
　
　

×

　

ガ
ソ
リ
ン
、
過
去
最
高

値
を
更
新
。「
全
国
平
均

１
８
５
・
６
円
。原
油
価
格

の
高
止
ま
り
と
円
安
、
政

府
の
補
助
金
が
段
階
的
に

減
っ
て
い
る
こ
と
が
価
格

を
押
し
上
げ
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

世
界
陸
上
（
ブ
タ
ペ
ス

ト
）閉
幕
。「
女
子
や
り
投

げ
で
北
口
榛
花
選
手
が
優

勝
し
た
。
す
ご
い
」「
男
子

１
０
０
ｍ
で
サ
ニ
ブ
ラ
ウ

ン
・
ハ
キ
ー
ム
選
手
が
６

位
、
１
１
０
ｍ
ハ
ー
ド
ル

で
泉
谷
駿
介
選
手
が
５
位

入
賞
し
た
」「
男
子
35
キ
ロ

競
歩
で
川
野
将
虎
選
手
が

銅
メ
ダ
ル
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

台
風
接
近
。「
11
号
が
沖

縄
に
接
近
し
て
い
る
」「
12

号
は
勢
力
は
弱
い
が
大
雨

に
な
り
そ
う
だ
と
い
う
」

は
や
食
料
を
い
つ
で
も
輸

入
で
き
る
状
況
に
な
く
食

料
の
安
全
保
障
に
は
自
給

率
の
向
上
が
必
須
で
す
。

　

岸
田
政
権
は
農
政
の
見

直
を
言
い
出
し
、
６
月
に

「
新
た
な
展
望
方
向
」を
ま

と
め
ま
し
た
。

　

こ
の
「
展
望
」
に
は
、食

料
自
給
率
向
上
に
対
す
る

言
及
が
な
く
、
過
度
の
輸

入
依
存
に
よ
っ
て
国
内
農

業
が
痛
め
つ
け
ら
れ
、
食

料
自
給
率
が
38
％
ま
で
下

落
す
る
に
至
っ
た
反
省
も

あ
り
ま
せ
ん
。
農
林
水
産

関
係
予
算
を
毎
年
縮
小
し
、

自
給
率
向
上
に
逆
行
す
る

政
治
を
終
わ
ら
せ
な
け
れ

ば
日
本
の
食
の
未
来
は
開

け
ま
せ
ん
。

　

日
本
共
産
党
は
８
月
23

日
、
食
料
自
給
率
の
向
上

を
国
政
の
柱
に
据
え
る
農

政
の
転
換
を
政
府
に
申
し

入
れ
ま
し
た
。「
食
料
は
安

い
外
国
産
で
」
路
線
を
改

め
、
価
格
保
障
や
所
得
補

償
な
ど
大
多
数
の
農
家
が

安
心
し
て
増
産
に
励
め
る

条
件
を
整
え
る
こ
と
を
提

案
し
て
い
ま
す
。

で
つ
く
る
実
行
委
員
会
。

　

尾
林
芳
匡
弁
護
士
が
講

演
し
、
独
法
化
に
つ
い
て
、

「
リ
ス
ト
ラ
・
合
理
化
を
強

要
す
る
制
度
」
と
批
判
し
、

国
立
研
究
機
関
で
日
本
の

研
究
力
低
下
、
基
礎
研
究

費
や
研
究
者
数
の
削
減
が

進
む
実
情
を
説
明
し
ま
し

た
。
世
界
で
は
民
営
化
で

破
壊
さ
れ
た
公
共
サ
ー
ビ

ス
の
「
再
公
営
化
」
が
進

ん
で
い
る
と
紹
介
し
、
国

民
の
た
め
に
役
割
を
ど
う

果
た
し
て
い
く
の
か
が
状

況
を
打
開
す
る
カ
ギ
だ
と

強
調
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
効
率

化
優
先
の
独
法
化
の
も
と

で
進
ん
だ
科
学
技
術
力
の

衰
退
や
不
安
定
雇
用
の
増

大
な
ど
、
研
究
現
場
の
深

刻
な
現
状
や
そ
の
打
開
策

な
ど
に
つ
い
て
の
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

社
会
保
障
削
減
と
い
う
破

滅
的
事
態
の
前
に
、
引
き

返
す
の
は
今
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。

　

バ
ス
ケ
ッ
ト
世
界
選
手

権
。「
日
本
は
決
勝
に
進
め

な
か
っ
た
が
、
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
と
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
に

勝
っ
た
」「
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
戦

は
大
逆
転
だ
っ
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

「
暑
さ
寒
さ
も
彼
岸
ま

で
」 

　

涼
は
い
つ
か
ら
？

　

暑
さ
は
お
彼
岸
ま
で
な

の
か
。
過
去
10
年
間
の

デ
ー
タ
を
検
証
。

　

お
彼
岸
前
よ
り
最
高
気

温
が
下
が
っ
た
年
は
過
去

10
年
の
う
ち
７
年
。
４
℃

も
下
が
っ
た
年
が
２
回
あ

り
ま
し
た
。
最
低
気
温
は

お
彼
岸
前
よ
り
下
が
っ
た

年
は
９
年
あ
り
ま
し
た
。

お
彼
岸
あ
た
り
か
ら
最
高

気
温
30
℃
超
の
日
は
減
り
、

最
低
気
温
21
℃
超
の
日
も

減
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
お
彼
岸
を
境
に

涼
し
く
と
も
い
え
ま
せ
ん
。

暑
さ
の
ピ
ー
ク
を
過
ぎ
る

と
少
し
ず
つ
涼
し
く
感
じ

る
よ
う
に
な
る
。
気
温
の

変
化
の
ほ
か
、
湿
度
の
変

化
や
身
体
が
熱
さ
に
慣
れ

る
か
ら
と
言
い
ま
す
。　

　
　
　
　
　
　
　
（
Ｅ
）
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ど


